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D 29 光源の違いによる織物の色
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　目的　一般の色測定器は反射光を積分球で完全拡散をするため、紙の場合は測色上、方

向性がないことを前提としている。しかし、織物のようなたて方向とよこ方向の方向性の

明らかな表面では方向によるわずかな色差がある。また、織物表面での一次正反射光（光

源色）と拡散反射光（物体色）の割合が織物の色と、方向によっても異なる。そこで、織

物の色が光源の違いによってどのような傾向で変化するかを調べ、実際の視覚による場合

の対応の基礎とすることを目的としている。

　方法　試験布は色違い綿ブD ード40番、無彩色４種、有彩色5 9種で、原布と、わずか

な表面の差を作るために洗濯処理布とした、光源は、C , A , D65光源の３種、2度視野、

先分光方式の測色計で、アダムスニッカーソン表色系. L * a * b *表色系を用いて、光

源の違いによる色差を、各表色系に準じて行った。各原布を基準布とした時の処理布との

色差を同様に光源を変えて調べた。他方、ゴニオフ才トメーターによる二次元反射光分布

特性から表面一次反射光と拡散反射光の割合を求め、光源の違いによる色差との関連性に

ついて検討した。今回は織物の一定方向を固定した場合のみについて検討した。

　結果　表面一次正町射光／拡散反射光が大きい試験布に対しては光源の種類による明度

の差が大きく、これは光源色を示す表面一次正反射光の影響が大きい。光源による色相の

差は反射光の割合よりも、試験布の色相と光源との関連で変化する傾向である。

D 30 布の防風性・防水性の簡易測定法について
　　　　　　　　　　　　　　愛知教育大 ○太田朱実

　日下部信幸

　目的　近年、科学技術の進歩に伴い、新しい衣服素材が数多く開発され、被服材料の多
様化とともに豊かさと便利さをもたらしている。その中で、透湿性防水布と保温性布は透
湿性や防風性・防水性などの性能をもった素材である。本研究は、布の防風性・防水性の
簡易測定法を開発し，引張りと洗たくによる耐久性能の測定を試みた。
　方法　用いた試料は透湿性防水布。はつ水
加工のコート地。傘地，ろ紙などである。図
１は試作の防風性測定器，図２は試作の防水　　　　　　　　　　　　　　　図2試作め紡水性簡易測定器

性測定器で、いずれも洸腸器とメンプランホ

ルダーを用いている。引張りと洗たくはくり
返し回数による影響を調べた。
　結果　1).試作の防風性測定器とがーレ式

通気度試験機による値は、高い相関があり、
透湿性防水布などの難通気性布の防風性が測
定できる。2).試作の防水性測定器による防
水性とろ紙のろ水時間との間に高い相関があ
り、本装置によって布の防水性が調べられる。
3).透湿性防水布のうち、ポリウレタンコー
ティング布の耐久性は優れている。

図1　試作の防風性側定器
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